
SPOD フォーラム２０２１ 情報交換会「SPOD 夜市」 実施要項 

日  時：2021 年 8 月 26 日（木）18：00～19：30 

目  的：2 年ぶりのオンライン開催 S P O D フォーラムにおける参加者間の交流や情報交換を 

促進する。 

開催方法：オンラインビデオ電話サービス「Gather」を利用し、Gather Town にて仮想交流空間 

「S P O D 夜市」を開催する。 

参 加 者：S P O D フォーラムに参加登録している大学等の教職員 

参 加 費：無料 

主  催：高知大学 

共  催：S P O D 事務局 

予  算：Gather アプリ使用料 約 110,000 円 

（５００人 x2 ドル（約 200 円）で 30 日間使い放題の Academic プランの使用を想定） 

プログラム案： 

 １７：３０～    受付・入室開始 

１８：００〜１８：１０ 開会 

  ファシリテーター：塩崎俊彦高知大学大学教育創造センター長 

  挨拶：岩崎 貢三 高知大学理事 

  プログラム案内：高知大学学務課 

１８：１０〜１８：３０ 自由交流 

１８：３０〜１８：４５ アピールタイム（希望者のみ、情報提供など）

１８：４５〜１９：００ 自由交流 

１９：００〜１９：１５ アトラクション（参加自由）

１９：１５〜１９：３０ 自由交流 

１９：３０   次期開催校挨拶 

２０：００   最終クロージング 

※オンデマンド・セッションブースを設定する。オンデマンド・セッション発表者の中で希望があれば、

オンデマンド・セッションブースにて参加者と意見交換が可能。

参加方法： 

① S P O D フォーラムサイトより「S P O D 夜市」に申し込む。

② 申し込み時のメールアドレスに Gather のログイン URL・パスワード及び操作方法と注意事項に関

する資料が送付される。

③ 当日、②で届いた URL から接続後、所属と氏名を入力し、アバターを選択する。

④ カメラとマイクの設定を確認し、参加する。

⑤ 受付会場（接続時にいる部屋）で所属と名前を確認後、メイン会場へ向かう。
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全体テーマ︓「New Normalの⼤学教育を考える」

2501A 2501B 2501C 2501D

高知 徳島 香川 愛媛

GW中心/定員50 併用/定員30 講義のみ/定員50 併用/定員50

11:30～12：30 昼
2502A 2502B 2502C 2502D

加盟校外 徳島 高知 愛媛 加盟校外

併用/定員30 併用/定員50 併用/定員36 講義のみ/定員200

2503A 2503B 2503C 2503D

高知 加盟校外 香川 愛媛

併用/定員50 講義のみ/定員50 講義のみ/定員100 併用/定員50

2601A 2601B 2601C 2601D

高知 徳島 加盟校外 愛媛 加盟校外

併用/定員30 GW中心/定員30 併用/定員50 併用/定員30

11:30～12：30 昼
2602A 2602B 2602C 2602D

加盟校外 徳島 高知 加盟校外

併用/定員100 併用/定員30 講義のみ/定員50 併用/定員50

2603E

2701A 2701B 2701C 2701D

加盟校外 愛媛 愛媛 愛媛 加盟校外

併用/定員200 併用/定員30 GW中心/定員30 併用/定員30

11:30～12：30 昼
2702A 2702B 2702C 2702D

加盟校外 加盟校内 愛媛 加盟校外

併用/定員30 併用/定員30 併用/定員30 併用/定員50

2703A 2703B 2703C 2703D

加盟校外 加盟校内 加盟校外 香川 加盟校外

併用/定員50 併用/定員50 講義のみ/定員200 併用/定員50

オンデマンド・セッション　（Padlet）

※Zoomによるオンライン開催

15：00～17：00
120分

3

職員対象 教員・職員対象 教員・職員対象 教員・職員対象

学生と職員の協働へ
－ピア・サポートの理論と実践から－

[佐々木　菜々］
【広島修道大学】

面談に役立つアカデミック・アドバイジング
の技法

[清水　栄子・小林　忠資］
【追手門学院大学・岡山理科大学】

大学教職員のためのZoom百物語
[石井　知彦］
【香川大学】

これからの社会と大学をつなぐSDGs
[塩川　雅美］

【大阪市立大学】

教員対象 教員・職員対象

トップリーダーセミナー
「大学組織を動かす力を理解する」

[中島　英博］
【立命館大学】

若手職員のためのリーダーシップ入門
[井村　公一］

【高知工科大学】

Blended Learningで活用できるグループ
ワークのアイデア

[村田　晋也］
【愛媛大学】

大学設置認可申請入門
[長山　琢磨］

【東北学院大学】

教員・職員対象

「学生が育つ」ゼミの作りかた
[豊田　義博］

【高知大学客員教授】

地域連携担当者のための合意形成術講
座

[前田　眞］
【愛媛大学】

遠隔授業の強みを最大化する
授業設計とは
[仲道　雅輝］
【愛媛大学】

３
日
目

８
月
27
日

(金)

9:30～11：30
120分

1

教員対象 教員・職員対象 教員対象

12：30～14：30
120分

2

教員・職員対象 職員対象

教員対象 教員・職員対象 職員対象

トップリーダーセミナー
「学位プログラムをいかに

マネジメントするか」
[山本　啓一］
【北陸大学】

オンライン授業でアクティブラーニングに
挑戦しよう

[金西　計英］
【徳島大学】

PowerQuery for Excel を用いた効率的
なデータ処理
[髙畑　貴志］
【高知大学】

教務関連法規の考え方と根拠の活かし
方

[宮林　常崇］
【東京都立産業技術大学院大学】

SD担当者研修
－New Normal時代に対応するために－

[吉田　一惠・葛西　崇文］
【愛媛大学・大阪女学院大学】

２
日
目

８
月
26
日

(木)

9:30～11：30
120分

1

職員対象 教員対象 教員・職員対象 職員対象

若手職員のためのタイムマネジメント入
門

[井上  慎二］
【高知大学】

理工系授業における発問を中心にすえ
たクラスデザイン

[榊原　暢久・吉田　博］
【芝浦工業大学・徳島大学】

学生との関係から考える教職員の倫理
[上月　翔太］
【愛媛大学】

業務の見直しと改善
-ジョブ・クラフティング概念とECRSを用いて-

[村山　孝道］
【京都文教大学】

15：00～17：00
120分

3

シンポジウム「コロナ後の世界/大学教育はどう変わっていくか？」

講　　　師    ：　大森　昭生（前橋国際大学），喜久里　要（早稲田大学），佐藤　浩章（大阪大学）
指定討論者 ：　岩崎　貢三（高知大学）
司会進行　　：　塩崎　俊彦（高知大学）

18：00～19：30
90分 情報交換会「SPOD夜市」　（Gather.Town）

12：30～14：30
120分

2

教員・職員対象

15：00～17：00
120分

3

教員・職員対象 教員・職員対象 教員対象 教員・職員対象

学生支援に関わるカウンセリング入門
[杉田　郁代］
【高知大学】

若手職員向け超入門！
研究者と学術情報流通

[井上　昌彦］
【関西学院大学】

e-Learningによる数理・データサイエンス
教育

[林　敏浩］
【香川大学】

FD担当者研修
カリキュラムの編成方法

[中井　俊樹］
【愛媛大学】

教員対象 教員・職員対象

12：30～14：30
120分

2

職員対象 教員対象 教員・職員対象 教員・職員対象

大学から地域の元気を応援する取組
～地域連携の種まき実践例～

[三戸　里美]
【広島大学】

パフォーマンス評価のための課題の作り
方

[飯尾　健］
【徳島大学】

教職員のための「事例から考えるハラスメント」

～"ニューノーマル" に改めて考える～

[末本　美千代・吉田　一惠］
【高知大学・愛媛大学】

事例で考える教職課程における

多様な履修相談対応

[小野　勝士］
【龍谷大学】

担当校 高知大学 徳島大学 香川大学 愛媛大学

ＳＰＯＤフォーラム２０２１ プログラム（案） 2021/5/25現在

会場 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

8月25日(水)～
8月27日(金)

教員対象 職員対象

ルーブリック評価入門
～考える、つくる、活用する～

[俣野　秀典］
【高知大学】

テキストマイニング入門
[塩川　奈々美］

【徳島大学】

これだけは押さえたい遠隔授業の基礎
[藤澤　修平］
【香川大学】

中堅職員のための後輩指導
ー理論と実践方法ー

[竹中　喜一］
【愛媛大学】

１
日
目

８
月
25
日

(水)

9:30～11：30
120分

1
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New Normal の大学教育を考えるNew Normal の大学教育を考える

SPODフォーラム　2021SPODフォーラム　2021

2021年 8/25（水） 27（金）

2021年6月25日（金）正午～7月9日（金）正午

2021年7月14日（水）正午～7月26日（月）正午

オンライン（Zoom）開催

※申込開始時には各プログラムのシラバスがご覧になれます。

無 料 10,000円

https://www.spod.ehime-u.ac.jp

四国地区大学教職員能力開発ネットワーク（SPOD）／高知大学
※一部除く

四国地区大学教職員能力開発ネットワーク事務局（愛媛大学教育学生支援部教育企画課）
089-927-9154 E-mail spod@stu.ehime-u.ac.jp

●お問い合わせ先……

申込みはWEBから

日　時

主　催

参加申込

参加費

※事前申込制（先着順）

SPOD加盟校の教職員限定受付

SPOD加盟校の教職員 SPOD加盟校以外の教職員

一般受付（SPOD加盟校の方も申込可）

多彩な講師陣 先進的な教育改革で知られる大学のトップ、各大学のFDやSDの第一線で活躍する教職員やディベロッパー、
職場の人材育成・能力開発分野で活躍するプロフェッショナルなど、多彩かつ魅力的な講師陣をそろえました。

職場で使える
実践型プログラム

オンラインでのグループワークを含む講義が数多く開催されます。参加者には、意見を出し合い知を共同で作
り上げることが求められると同時に、職場ですぐに使える実践的なノウハウを持ち帰ることができます。

SDプログラムも
多数開講

SPODでは、FD同様にSDに力を入れており、他では体験できないプログラムを数多く開講しています。教育
改善に関心のある多くの教職員の方の参加をお待ちしております。

大学等の教職員が自らの能力開発のために役立つ、多種多様で質の高いFD／SDプログラム
ならびに組織を越えた持続的な相互交流・関係づくりの場を提供します。SPODフォーラムは…

― オンデマンド・セッション ―

例年実施していたポスターセッションに代わり、SPODフォーラム
2021では掲示板アプリ「Padlet」を用いてオンデマンド・セッショ
ン（プレゼンテーション・動画等を用いたオンライン・セッション）を
開催します。
●オンデマンド・セッション参加の流れ
①フォーラム参加者へPadletのURLを通知します。
②参加者はPadlet上から発表動画を閲覧できます。
③参加者は質問や意見があればPadlet上から投稿してください。
④発表者ができるだけ質問に回答します。
（質問数によっては全ての回答ができない場合があります）

※いずれもSPODフォーラムに参加登録している大学等の教職
員のみへの限定公開となります。

※動画はオンライン情報交換会「SPOD夜市」のオンライン・セッ
ションブースでも閲覧できます。

公開期間中は自由に動画を閲覧し、
意見交換を行うことができます。

動画公開期間 ８月２５日（水）～８月２７日（金）
募 集 期 間 6月7日（月）～7月２5日（日）

質疑応答（閲覧可能期間） ８月２５日（水）～8月31日（火）

詳細はこちら

― オンライン情報交換会「SPOD夜市」 ―

オンライン情報交換会「SPOD夜市」を開催します。
オンライン情報交換会「SPOD夜市」とは？
レトロなRPGゲーム風の仮想空間で交流ができる
「Gather.Town」を使用したオンライン情報交換会。
アバター同士が近づくと、ビデオ通話やチャットが開始するためより対面と近い
感覚で交流することができます。（Gatherは登録不要で参加可）
オンライン講義やリモートワークが増えた今の時代…
ZoomやTeamsとはまた一味違う、遊び心のある仮想空間を体験しましょう！
開催校（高知大学）ならではの「ご当地仮想空間」など
楽しいイベント満載です。皆様のご参加を、心よりお待ちしております。

※SPODフォーラムに参加登録している大学等の教職員
のみの参加。

※お手持ちのパソコン（カメラ・マイク搭載必須）でご参加
ください。アバターの操作はキーボード上で行います。

※タブレット端末等では操作が制限されるため、正常に作
動しない可能性があります。

８月２６日（木） 18：00～19：30
参加費：無料（定員500人）

資料１－３
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過去の資料等は
こちらSPODフォーラム2021 プログラム 全体テーマ：「New Normalの大学教育を考える」

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ日　時

9：30
～

11：30
１

12：30
～

14：30
２

15：00
～

17：00
３

9：30
～

11：30
１

12：30
～

14：30
２

15：00
～

17：00
３

9：30
～

11：30
１

12：30
～

14：30
２

15：00
～

17：00
３

18：00～19：30

開催スケジュール開催スケジュール ●申込み開始時には各プログラムのシラバスがご覧になれます。https://www.spod.ehime-u.ac.jp

１
日
目
　
８
月
25
日（
水
）

２
日
目
　
８
月
26
日（
木
）

３
日
目
　
８
月
27
日（
金
）

８月２５日（水）～
８月２７日（金）

プログラム定員00名主に講義を中心としたプログラムですが、
グループワークやペアワーク等が含まれ
る場合もございます。

講義主にグループワークや
ペアワーク等を中心と
したプログラムです。

ワーク グループワークと講義を
併用したプログラムです。

ワーク
・講義

「 コロナ後の世界/大学教育はどう変わっていくか？ 」
講師：大森 昭生（共愛学園前橋国際大学）、喜久里 要（早稲田大学）、佐藤 浩章（大阪大学）　

指定討論者： 岩崎 貢三（高知大学）　　司会進行： 塩崎 俊彦（高知大学）

シンポジウム

情報交換会「SPOD夜市」　　（Gather.town）

オンデマンド・セッション　（Padlet）

２５０１Ａ
ルーブリック評価入門
～考える、つくる、活用する～
俣野秀典（高知大学）

２５０２Ａ
大学から地域の元気を
応援する取組
～地域連携の種まき実践例～
三戸里美（広島大学）

２５０３Ａ
学生支援に関わる
カウンセリング入門
杉田郁代（高知大学）

２５０１Ｂ
テキストマイニング入門
塩川奈々美（徳島大学）

２５０２Ｂ
パフォーマンス評価のための
課題の作り方
飯尾　健（徳島大学）

２５０３Ｂ
若手職員向け超入門！
研究者と学術情報流通
井上昌彦（関西学院大学）

２５０１Ｃ
これだけは押さえたい
遠隔授業の基礎
藤澤修平（香川大学）

２５０２Ｃ
教職員のための「事例から
考えるハラスメント」~“ニュー
ノーマル”に改めて考える~
末本美千代（高知大学）
吉田一惠（愛媛大学）

２５０３Ｃ
e-Learningによる
数理・データサイエンス教育
林　敏浩（香川大学）

２５０１Ｄ
中堅職員のための後輩指導
ー理論と実践方法ー
竹中喜一（愛媛大学）

50名ワーク
・講義

２５０２Ｄ
事例で考える教職課程における
多様な履修相談対応
小野勝士（龍谷大学）

２５０３Ｄ
カリキュラムの編成方法
中井俊樹（愛媛大学）

２６０１Ａ
若手職員のための
タイムマネジメント入門
井上慎二（高知大学）

２６０１Ｂ
理工系授業における発問を
中心にすえたクラスデザイン
榊原暢久（芝浦工業大学）
吉田　博（徳島大学）

２６０１Ｃ
学生との関係から考える
教職員の倫理
上月翔太（愛媛大学）

２６０１Ｄ
業務の見直しと改善
-ジョブ・クラフティング概念と
ECRSを用いて-
村山孝道（京都文教中学高等学校）

２６０２Ａ
トップリーダーセミナー
「学位プログラムをいかに
マネジメントするか」
山本啓一（北陸大学）

２６０２Ｂ
オンライン授業でアクティブ
ラーニングに挑戦しよう
金西計英（徳島大学）

２６０２Ｃ
オンデマンド研修
PowerQuery for Excel を
用いた効率的なデータ処理
髙畑貴志（高知大学）

２６０２Ｄ
教務関連法規の考え方と
根拠の活かし方
宮林常崇（東京都公立大学法人）

２７０１Ａ
「学生が育つ」ゼミの作りかた
豊田義博（高知大学客員教授）

200名ワーク
・講義

100名ワーク
・講義

２７０１Ｂ
地域連携担当者のための
合意形成術講座
前田　眞（愛媛大学）

２７０１Ｃ
遠隔授業の強みを最大化する
授業設計とは
仲道雅輝（愛媛大学）

２７０１Ｄ
SD担当者研修
－New Normal時代に対応
するために－
吉田一惠（愛媛大学）
葛西崇文（大阪女学
院大学）

２７０２Ａ
トップリーダーセミナー
「大学組織を動かす力を
理解する」
中島英博（立命館大学）

２７０２Ｂ
若手職員のための
リーダーシップ入門
井村公一（高知工科大学）

２７０２Ｃ
Blended Learningで
活用できるグループワークの
アイデア
村田晋也（愛媛大学）

２７０２Ｄ
大学設置認可申請入門
長山琢磨（東北学院大学）

２７０３Ａ
学生と職員の協働へ
－ピア・サポートの理論と
実践から－
佐々木菜 （々広島修道大学）

２７０３Ｂ
面談に役立つアカデミック・
アドバイジングの技法
清水栄子（追手門学院大学）
小林忠資（岡山理科大学）

50名ワーク
・講義50名ワーク

・講義

30名ワーク
・講義 30名ワーク

・講義 30名ワーク
・講義

30名ワーク
・講義

50名ワーク
・講義

50名ワーク
・講義

30名ワーク
・講義

２７０３Ｃ
大学教職員のための
Zoom百物語
石井知彦（香川大学）

２７０３Ｄ
これからの社会と
大学をつなぐSDGs
塩川雅美（大阪市立大学）

200名講義

100名講義

50名講義

50名講義

50名講義 50名ワーク
・講義

36名ワーク
・講義

30名ワーク
・講義

30名ワーク
・講義

50名ワーク
・講義

50名ワーク
・講義

50名ワーク
・講義

30名ワーク
・講義

30名ワーク
・講義 30名ワーク

・講義

50名ワーク
・講義

50名ワーク

30名ワーク

30名ワーク

200名講義

（この時間帯はZoom
にて質疑応答可）

4



申込受付期間 ※事前申込制（先着順）
SPOD加盟校の教職員限定受付 ： 6⽉24⽇(⽉)正午〜7⽉9⽇(⽕)正午
⼀般受付（SPOD加盟校の⽅も申込可） ： 7⽉17⽇(⽔)正午〜7⽉30⽇(⽕)正午

※SPOD加盟校以外の教職員が限定受付期間に申込みされた場合は、受講登録ができませんの
で、あらかじめご了承ください。

 ※SPOD加盟校＝四国地区の35の⼤学・短期⼤学・⾼等専⾨学校

⼿順

1. お申込みフォームから参加希望のプログラムをお申込みください。
2. 申し込み後、「SPODフォーラムお申込み内容確認メール（⾃動配信）」が送信されます。
3. SPOD事務局において、先着順に各プログラムの⼈数を確定し、後⽇改めて、「受付完了メール」をお

送りします。
4. 「受付完了メール」をもって、申込みが確定となります。１週間を経過しても「受付完了メール」が届

かない場合は、お⼿数ですがSPOD事務局(spod@stu.ehime-u.ac.jp)へご連絡をお願いします。

 ※申込み内容に変更がある場合は、SPOD事務局（spod@stu.ehime-u.ac.jp）まで、メールにてご連絡ください。申込フ
ォームから、登録プログラムの変更・取消はできません。8⽉7⽇（⽔）以降は，キャンセルのご連絡のみ承ります。

 ※SPODは、加盟校の皆様の会費によって運営しています。そのため、SPOD加盟校以外の皆様には、参加費として⼀律
10,000円徴収させていただきます。参加費は、SPODフォーラム終了（受講確認）後にお送りする振込⽤紙にてお⽀払いく
ださい。

加盟校所属確認* 加盟校 加盟校以外

加盟校の⽅は学校名を選択してください

学校名 ↓ 学校名を選択

個⼈情報等についてご⼊⼒ください。
*は必須項⽬です。

 ※旧字体、機種依存⽂字の⼊⼒は、データが正常に表⽰されないことがありますのでご遠慮ください。

学校名* 国⽴

学校種*  ⼤学  短期⼤学  ⾼等専⾨学校  その他 

学校の所在地* ↓ 都道府県名を選択

資料１－４

5

https://www.spod.ehime-u.ac.jp/forum2019/pdf/chirashi.pdf
entrygk
楕円

entrygk
引き出し線
2021

entrygk
楕円

entrygk
引き出し線
高知大学

entrygk
楕円

entrygk
引き出し線
「New Normalの大学教育を考える」

entrygk
タイプライターテキスト
※全体カラーをえんじ色にする。

entrygk
楕円

entrygk
引き出し線
2021年8/25(水)▶27(金)

entrygk
楕円

entrygk
引き出し線
削除

entrygk
楕円

entrygk
引き出し線
オンライン開催

entrygk
楕円

entrygk
引き出し線
SPOD加盟校の教職員限定受付：6月25日(金)正午～7月9日(金)正午一般受付(SPOD加盟校の方も申込可)：7月14日(水)正午～7月26日(月)正午

entrygk
楕円

entrygk
引き出し線
※6月上旬頃にPDFを送ります。

entrygk
楕円

entrygk
引き出し線
3．SPOD事務局において、先着順に各プログラムの人数を確定し、後日改めて、SPOD加盟校の方には「受付完了メール」を、加盟校外の方には「仮受付完了メール」をお送りします。４．SPOD加盟校外の方は、参加費のお支払いをもって申込みが確定となります。8月上旬頃にお送りする振込用紙にて所定の期日(8月中旬頃を予定)までにお支払いください。

entrygk
楕円

entrygk
引き出し線
8月6日(金)

entrygk
楕円

entrygk
引き出し線
種類は、別添の加盟校一覧を参照



所属*  例：○○学部，○○課○○係

職種*  教員  職員  その他 

職名*  例：教授，係⻑

お名前* 姓  名 

フリガナ*（全⾓⼊⼒） セイ メイ

電話番号* （半⾓⼊⼒）  例：012-3456-7899 （携帯可,半⾓ハイフンあり）

E-mail*

E-mail* （再⼊⼒）

⼤学教職員等の経験年数*  年 例：10

年齢  20歳未満   20歳代  30歳代  40歳代  50歳代  60歳以上

その他（複数選択可）

 ポスターセッション代表発表者
 ポスターセッション共同発表者
 ＳＰＯＤフォーラム２０１９講師
 該当なし

備考欄（120⽂字以内）

8⽉28⽇(⽔) 8⽉29⽇(⽊) 8⽉30⽇(⾦)

参加希望の各プログラムを下記表から選択してください。※同⼀時間の複数選択はできません。

8⽉28⽇（⽔） -1⽇⽬-
 受付開始 9:00 〜 全体受付会場：〔アクティブ・ラーニングスペース２(愛⼤ミューズ１階)〕

建物名 愛⼤ミューズ
（3階）

愛⼤ミューズ
（3階）

愛⼤ミューズ
（2階）

愛⼤ミューズ
（2階）

総合教育棟１
(3階)

総合教育棟１
(2階)

時間 教室名 Ｍ３２講義室 Ｍ３３講義室 Ｍ２３講義室 Ｍ２４講義室 ３０５講義室 社会共創学部
会議室

1時限

10:00
〜

 12:00

 2801A
 始めよう！アクテ

ィブラーニング型
授業 ー話し合い
の技法編ー

葛城 浩⼀
⾹川⼤学

ワーク

 2801B
 ⾼等教育機関のS

DGsへの貢献を⾒
える化する

NEW!!

⼩林 修
 愛媛⼤学

ワーク・講義

 2801C
 ⼤学職員のための

コーチング

⼩林 忠資
 岡⼭理科⼤学

ワーク

シラバスPDF

 2801D
 教学ＩＲが機能す

る組織におけるデ
ータ管理

⽵中 喜⼀
愛媛⼤学

⼭咲 博昭
 広島市⽴⼤学

ワーク・講義

 2801E
 ⼤⼈数講義のコツ

⼩林 直⼈
愛媛⼤学

ワーク・講義

シラバスPDF

 2801F
 職員のための

「講師養成講座」

NEW!!

吉⽥ ⼀惠
愛媛⼤学

久保 秀⼆
愛媛⼤学

※資料については，講師に許可されたもののみ掲載しています。

【定員:36名】

【定員:40名】
【定員:90名】
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https://www.spod.ehime-u.ac.jp/forum2019/pdf/manualpage.pdf
https://www.spod.ehime-u.ac.jp/forum2019/pdf/syllabus.pdf
https://www.spod.ehime-u.ac.jp/forum2019/pdf/%E3%82%B7%E3%83%A9%E3%83%90%E3%82%B9_2801A.pdf
https://www.spod.ehime-u.ac.jp/forum2019/pdf/%E3%82%B7%E3%83%A9%E3%83%90%E3%82%B9_2801B.pdf
https://www.spod.ehime-u.ac.jp/forum2019/pdf/%E3%82%B7%E3%83%A9%E3%83%90%E3%82%B9_2801C.pdf
https://www.spod.ehime-u.ac.jp/forum2019/pdf/%E3%82%B7%E3%83%A9%E3%83%90%E3%82%B9_2801C.pdf
https://www.spod.ehime-u.ac.jp/forum2019/pdf/%E3%82%B7%E3%83%A9%E3%83%90%E3%82%B9_2801D.pdf
https://www.spod.ehime-u.ac.jp/forum2019/pdf/%E3%82%B7%E3%83%A9%E3%83%90%E3%82%B9_2801E.pdf
https://www.spod.ehime-u.ac.jp/forum2019/pdf/%E3%82%B7%E3%83%A9%E3%83%90%E3%82%B9_2801E.pdf
https://www.spod.ehime-u.ac.jp/forum2019/pdf/%E3%82%B7%E3%83%A9%E3%83%90%E3%82%B9_2801F.pdf
http://www.spod.ehime-u.ac.jp/forum/#past
entrygk
楕円

entrygk
引き出し線
削除

entrygk
楕円

entrygk
引き出し線
2021

entrygk
楕円

entrygk
引き出し線
削除

entrygk
楕円

entrygk
引き出し線
※昨年同様に，加盟校所属確認にて「加盟校以外」にチェックを入れた場合、振込用紙送付先の情報を記入する欄が表示されるようにしてください。※上記の欄に、「当日の出欠に関わらず、参加費の返金はできません」という項目と、「同意する」をチェックする欄を追加してください。

entrygk
楕円

entrygk
引き出し線
2021※6月上旬頃にPDFをお送りします。

entrygk
楕円

entrygk
引き出し線
※SPODフォーラム2021プログラムに変更



情報交換会について

SPODフォーラムでは、８⽉２９⽇（⽊）に情報交換会を⽤意しております。
 SPODフォーラムの趣旨の１つに、組織を越えた意義のある「相互交流・関係づくりの場の提供」を掲げています。フォーラムには、

講師の⽅をはじめ、国⽴・公⽴・私⽴、⼤学・短⼤・⾼専の多数の教職員が参加されますので、相互交流や関係づくりを⾏うことがで
きます。

 情報交換会は、⼣⾷を⾷べながら、情報交換・⼈脈づくりができる場です。所属組織を越えた、意義あるネットワークづくりの場です
ので、是⾮ご参加ください。

*は必須項⽬です。

情報交換会*

⽇ 時：令和元年８⽉２９⽇（⽊）１８：３０〜２０：３０
会 場：愛媛⼤学城北キャンパス⼤学会館１階

 会 費：４，０００円（事前申込制 全体受付時にお⽀払いください。）
 参加する   参加しない

本フォーラムの実施にあたり参考とするため、下記の事前アンケートにお答えください。

*は必須項⽬です。

SPODフォーラムの参加は何回⽬ですか？* １回⽬

ＳＰＯＤフォーラムについてどこで知りましたか？*
（複数選択可）

 ＳＰＯＤホームページ
 ＳＰＯＤメールマガジン
 ＳＰＯＤフォーラムチラシ

シラバスPDF

シラバスPDF シラバスPDF

⼤塚 陽介
愛媛⼤学

宮原 秀明
 ⼤阪学院⼤学

⼩林 諒太朗
 ⼤阪経済⼤学

ワーク

シラバスPDF

※連続受講必須の
プログラムを受講
希望の場合、同⼀
時間帯に実施する
他プログラムの受
講はできません。

2時限

13:00
〜

 15:00

 2802A
 始めよう！ アク

ティブラーニング
型授業 ー教え合
いの技法編ー

佐藤 慶太
⾹川⼤学

ワーク

シラバスPDF

 2802B
 若⼿職員向け超⼊

⾨！ 研究者と学
術情報流通

NEW!!

井上 昌彦
 関⻄学院⼤学

講義

シラバスPDF

 2802C
 ⼈材育成のための

⼈事評価 ー評価
からパフォーマン
ス・マネジメント
へー

阿部 光伸
愛媛⼤学

ワーク・講義

シラバスPDF

 2802D
 IRデータ分析演習

NEW!!

髙畑 貴志
⾼知⼤学

ワーク・講義

シラバスPDF

 2802E
 授業内グループワ

ークへの参加意欲
を⾼めるためのア
イデア

村⽥ 晋也
愛媛⼤学

ワーク・講義

シラバスPDF

3時限

15:30
〜

 17:30

 2803A
 始めよう！アクテ

ィブラーニング型
授業 ー⽂章作成
の技法編ー

⻄本 佳代
⾹川⼤学

ワーク

シラバスPDF

 2803B
 地域連携マネジメ

ント・プロジェク
ト企画論

NEW!!

坂本 世津夫
愛媛⼤学

講義

シラバスPDF

 2803C
 若⼿職員のための

リーダーシップ⼊
⾨

NEW!!

⼤本 盛嗣
愛媛⼤学

ワーク・講義

シラバスPDF

 2803D
 あなたもできるケ

ースメソッド型授
業・研修

上畠 洋佑
新潟⼤学

ワーク

シラバスPDF

 2803E
 ⼤学設置認可申請

⼊⾨

NEW!!

⻑⼭ 琢磨
 東北学院⼤学

ワーク・講義

シラバスPDF

17:40
〜

 19:00

ポスターセッション  会場：共通講義棟Ｂ １階 ＣＲＩ－１講義室
テーマ「ＦＤ・ＳＤ全般」

【定員:40名】 【定員:60名】

【定員:16名】

【定員:36名】

【定員:40名】 【定員:40名】

【定員:40名】
【定員:40名】

【定員:36名】

【定員:40名】 【定員:32名】

【定員:60名】

【定員:90名】
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https://www.spod.ehime-u.ac.jp/forum2019/pdf/%E3%82%B7%E3%83%A9%E3%83%90%E3%82%B9_2801A.pdf
https://www.spod.ehime-u.ac.jp/forum2019/pdf/%E3%82%B7%E3%83%A9%E3%83%90%E3%82%B9_2801B.pdf
https://www.spod.ehime-u.ac.jp/forum2019/pdf/%E3%82%B7%E3%83%A9%E3%83%90%E3%82%B9_2801D.pdf
https://www.spod.ehime-u.ac.jp/forum2019/pdf/%E3%82%B7%E3%83%A9%E3%83%90%E3%82%B9_2801F.pdf
https://www.spod.ehime-u.ac.jp/forum2019/pdf/%E3%82%B7%E3%83%A9%E3%83%90%E3%82%B9_2802A.pdf
https://www.spod.ehime-u.ac.jp/forum2019/pdf/%E3%82%B7%E3%83%A9%E3%83%90%E3%82%B9_2802A.pdf
https://www.spod.ehime-u.ac.jp/forum2019/pdf/%E3%82%B7%E3%83%A9%E3%83%90%E3%82%B9_2802B.pdf
https://www.spod.ehime-u.ac.jp/forum2019/pdf/%E3%82%B7%E3%83%A9%E3%83%90%E3%82%B9_2802B.pdf
https://www.spod.ehime-u.ac.jp/forum2019/pdf/%E3%82%B7%E3%83%A9%E3%83%90%E3%82%B9_2802C.pdf
https://www.spod.ehime-u.ac.jp/forum2019/pdf/%E3%82%B7%E3%83%A9%E3%83%90%E3%82%B9_2802C.pdf
https://www.spod.ehime-u.ac.jp/forum2019/pdf/%E3%82%B7%E3%83%A9%E3%83%90%E3%82%B9_2802D.pdf
https://www.spod.ehime-u.ac.jp/forum2019/pdf/%E3%82%B7%E3%83%A9%E3%83%90%E3%82%B9_2802D.pdf
https://www.spod.ehime-u.ac.jp/forum2019/pdf/%E3%82%B7%E3%83%A9%E3%83%90%E3%82%B9_2802E.pdf
https://www.spod.ehime-u.ac.jp/forum2019/pdf/%E3%82%B7%E3%83%A9%E3%83%90%E3%82%B9_2802E.pdf
https://www.spod.ehime-u.ac.jp/forum2019/pdf/%E3%82%B7%E3%83%A9%E3%83%90%E3%82%B9_2803A.pdf
https://www.spod.ehime-u.ac.jp/forum2019/pdf/%E3%82%B7%E3%83%A9%E3%83%90%E3%82%B9_2803A.pdf
https://www.spod.ehime-u.ac.jp/forum2019/pdf/%E3%82%B7%E3%83%A9%E3%83%90%E3%82%B9_2803B.pdf
https://www.spod.ehime-u.ac.jp/forum2019/pdf/%E3%82%B7%E3%83%A9%E3%83%90%E3%82%B9_2803B.pdf
https://www.spod.ehime-u.ac.jp/forum2019/pdf/%E3%82%B7%E3%83%A9%E3%83%90%E3%82%B9_2803C.pdf
https://www.spod.ehime-u.ac.jp/forum2019/pdf/%E3%82%B7%E3%83%A9%E3%83%90%E3%82%B9_2803C.pdf
https://www.spod.ehime-u.ac.jp/forum2019/pdf/%E3%82%B7%E3%83%A9%E3%83%90%E3%82%B9_2803D.pdf
https://www.spod.ehime-u.ac.jp/forum2019/pdf/%E3%82%B7%E3%83%A9%E3%83%90%E3%82%B9_2803D.pdf
https://www.spod.ehime-u.ac.jp/forum2019/pdf/%E3%82%B7%E3%83%A9%E3%83%90%E3%82%B9_2803E.pdf
https://www.spod.ehime-u.ac.jp/forum2019/pdf/%E3%82%B7%E3%83%A9%E3%83%90%E3%82%B9_2803E.pdf
entrygk
楕円

entrygk
引き出し線
※SPODフォーラム2021プログラムに変更

entrygk
楕円

entrygk
引き出し線
8月26日(木)

entrygk
楕円

entrygk
引き出し線
オンラインビデオ電話サービス「Gather」を利用し、仮想交流空間「SPOD夜市」を開催しますので、是非ご参加ください。

entrygk
楕円

entrygk
引き出し線
日　　時：令和3年8月26日(木)18:00～19:30開催方法：オンラインビデオ電話サービス「Gather」会　　費：無料(定員500人)



 ＳＰＯＤ研修プログラムガイド
 ＳＰＯＤ関係者からの案内
 その他

ＳＰＯＤフォーラムに参加した動機は何ですか？*
（複数選択可）

 過去の参加者に参加をすすめられたため
 上司に参加をすすめられたため
 ⾃分⾃⾝の能⼒開発のため
 組織の課題を解決するヒントを得るため
 組織を越えた⼈脈づくりのため
 ＦＤやＳＤに関する情報収集のため
 その他

あなたはFDまたはSDの実務担当者ですか？*

 FDの実務担当者
  SDの実務担当者
  FDとSD両⽅の実務担当者

  FDやSDの実務担当者ではない

シンポジウムのパネリストに質問したいこと、など
（700⽂字以内）

各プログラムで学習したいこと、
期待していること、など

 （500⽂字以内）

個⼈情報の取扱について

SPOD事務局では、個⼈情報の保護に努めております。 ご記⼊いただいた個⼈情報は、SPOD事務局で管理し、SPODフォーラ
ムの参加に関する確認・連絡及び受講者名簿（⽒名、所属、職種のみ）の作成・配付以外には使⽤しません。

「申込み内容確認メール」が⾃動送信されるように設定しております。「お申込み内容確認メール」が届いていない場合に
は、お⼿数ですが、SPOD事務局（spod@stu.ehime-u.ac.jp）まで連絡をお願いいたします。

Copyright (C) SPOD All Rights Reserved.

確認する
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令和 2 年度ＳＰＯＤ事業評価委員会委員による評価結果及び 
今後の対応について（案） 

■令和 2 年度事業評価委員会委員による評価について
「令和 2 年度ＳＰＯＤ事業の評価について」

  

■令和 2 年度事業評価委員会からの指摘事項のポイント（案）

1．共通事項
【指摘事項】 
・もともと大学間連携組織は，オンラインが向いている。今回のコロナ禍において，何をオンラ

インで実施すべきか，実施すべきでないか，対面とどのように組み合わせたらよいのか，どの

ような知見があったのかが明らかになるとよい。

・対面と比べて人とのつながり，人的ネットワークの構築に課題を残すオンラインだが，その点

も踏まえて，オンラインを活用したプログラムのさらなる展開に期待したい。

【対応】 
[対応予定] 令和２年度はコロナ禍で様々な方法を「模索した」年であった。その中で特に懇親の場

の提供が難しいといったオンライン研修における課題を認識することができた。多くのプログラ

ムを実施した中で蓄積したノウハウを，ＳＰＯＤフォーラムでは集約した形で披露できるよう検

討していく。

【指摘事項】 
オンラインを活用して加盟校以外へも門戸を広げると，講師派遣を希望する大学は多いのではな

いか。また，そうした取り組みもネットワーク事業を支える安定的な財源確保の一策につながる

のではないかと考える。

【対応】 
[対応済] ＳＰＯＤ加盟校外から研修の依頼があった場合，教育企画室として主催者側の要望等を聴

取し，研修講師の派遣を行っている。 

【指摘事項】 
ＳＰＯＤフォーラムについて，３日間の開催を予定していることから，視聴者参加型のプログラ

ムや 1プログラムあたりの時間を短くする等メリハリを付け，参加者を飽きさせない工夫も必要

ではないかと考える。

【対応】 
[対応予定]ＳＰＯＤフォーラム２０２１はオンラインで開催するが，その中でも対面型と同様にグ

ループワークを取り入れるなど，参加型のプログラムを多く用意する予定である。また，プログ

ラムあたりの時間は９０～１２０分までと幅を持たせ，内容に応じて講師に選択いただく形とし

ている。

【趣旨】 
「四国地区大学教職員能力開発ネットワーク（ＳＰＯＤ）」の事業運営に対し，令和 2 年度

ＳＰＯＤ実績報告書等をもとに，各ＳＰＯＤ事業評価委員会委員から個別の内容について意見

をいただき，今後の事業推進に役立てる。

資料２－２
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2．FD 
【指摘事項】 
オンライン授業に関わる FD を SPOD で実施することによって，従来，関心を持たなかった層（大

学教員個人，大学単位）にアプローチすることが可能ではないか。ＳＰＯＤの価値を高める好機

と考えてはどうか。

【対応】 
[対応予定] 例年加盟校内外から多くの参加があるＳＰＯＤフォーラムにおいて，今年度は「Ｎｅ

ｗ Ｎｏｒｍａｌの大学教育を考える」をテーマにオンライン授業を扱うプログラムを複数開講

予定である。そこで得られた知見を参加者が自大学に持ち帰ることにより，これまで関心が高く

なかった層を含めた大学関係者への波及効果があるものと考えている。 

【指摘事項】 
プレＦＤについては，保健医療，看護分野のニーズが高い。単独大学では受講者数が少ないだろ

うから，大学間連携で取り組む価値はあるように思われる。 

【対応】 
[課題] 四国は看護系のドクターコースの規模が小さいことと，現職看護士が相手のことが多いた

め，規模の大きな大学との違いはあると考える。ただし，看護系の教員を目指す方や，新任教員

にとってのニーズは高いと思われることから，大学間連携で取り組むことを検討する必要性があ

ると認識している。 

3．SD 
【指摘事項】 
対面での学習とネットワーキングを重視してきたＳＰＯＤにおいて，今後どのような実施形態を

とるのか注目される。とりわけＳＤでは四国内のネットワーキングが非常に重要だったかと思う。

その一方で，そこに運営者も参加者も相当な資源を投入してきたことも確かなので，そのバラン

スをどうとるかが課題になろう。

【対応】 
[対応予定]大学等で働く職員間でのネットワークを構築する点において，対面研修の持つ意義は

大きい。例えば 5 月の新任職員研修は「同期」という意識を醸成する役割を果たすものであり，

従来の形での実施が困難な場合でも同等の研修を提供できるよう，受講者アンケート等を活用し，

改善に努めていく。 

４．組織運営 
【指摘事項】 
四国地区の高等教育機関内だけでなく，広く地域社会，産業界，教育界にも SPOD の役割，目標，

本質を改めて示すためにも，事業の概要をまとめ，広報していくこと。日本高等教育開発協会の

資格認定を受けるなど，今後アドミニストレーター養成機関としての機能も持てるよう，特に西

日本地域の人材育成の中核機関となるよう期待していることの 2 点を挙げさせていただく。 

【対応】 
[対応予定] ＳＰＯＤが地域の発展に貢献してくために，高等教育機関内のみならず幅広い広報活

動を行うことは重要であると考え，今後の情報発信の方法を検討していく。また，新任教員研修

の認証については，令和３年度中にＪＡＥＤ(日本高等教育開発協会)の認証を受けられるよう引

き続き準備をしているところである。
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【指摘事項】 
SPOD は講師育成が肝になっている。ＦＤ，ＳＤ，それぞれ講師の育成状況は順調か。継続的に次

世代育成するためのシステムや工夫はあるか。 

【対応】 
[対応済] 講師派遣のプログラム一覧において，担当可能講師を割り当てている。各大学の教員に

講師派遣事業の担当から少しずつ依頼し，そこからフォーラムでの担当に繋がる場合もある。職

員は次世代リーダー養成ゼミナールがあり，修了生にフォーラムの講師をお願いするという流れ

ができている。 

【指摘事項】 
会議や研修のオンライン化によって，経費が削減できたところ，支出が増えたところがあるかと

思う。それらを踏まえて，ポストコロナにおいてどのように予算編成を行っていくのが気になる。 

全体的に支出を抑えて，軽量化して取組みを進めていくのか，それとも予算規模を維持するのか。

会費や参加費なども見直しも必要かもしれない。来年度末には，新たな持続可能な予算編成モデ

ルを開発できればと思う。

【対応】 
[対応予定] ポストコロナにおける予算編成については，フォーラム２０２１が判断材料になるも

のと考えられる。今までの対面開催では，加盟校外から１５０～１８０名程度の申し込みがあっ

たが，オンラインではどのような変化があるか。支出は，今年度に関しては旅費等について削減

できる見込みだが，フォーラムをオンライン開催とするために必要な支出も多い。様々な状況を

踏まえ，今後の予算編成モデルを検討していく。
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（平成２８年３月２４日ネットワーク総会承認）

ＳＰＯＤの将来構想について 

今年度，ＳＰＯＤでは平成27年 10月 21日に愛媛大学でＳＰＯＤ将来構想ワーキングを実

施し，ＳＰＯＤの今後の取組内容（将来構想）について検討した。その検討結果を基に，

平成27年 12月にメール審議，平成27年 12月 21日にコア運営協議会の場で意見交換を行

い，以下のとおりＳＰＯＤの将来構想案（長期的方針，中期的方針）を作成した。 

ＳＰＯＤの将来構想案 

長期的方針 ※～平成３５年度 

１．ＳＰＯＤという名称は継続的に使用する 

能力開発の地域ネットワークのリーダーとしてプレゼンスを高めていく 

２．ＳＰＯＤフォーラムを国内最高の教職員研修の機会にする 

既存のＦＤ・ＳＤプログラムをフォーラムに集約する 

ポスターセッションなどの相互研修機能を強化する 

３．ＳＤの取り組みを発展させる 

ＳＤ義務化などの政策へ対応する 

ＳＤのプログラムおよび教材を開発する 

講師派遣事業を行う 

４．ＦＤの取り組みは焦点化して取り組む 

ＳＰＯＤフォーラムにおいて多様なＦＤを提供する 

各加盟校でのＦＤ担当者の養成を支援する 

加盟校で実施するプログラムを公開する 

５．持続可能なＳＰＯＤの組織体制を構築する 

各加盟校のＦＤ，ＳＤ戦略に組み込む 

長期的にＳＰＯＤフォーラムの開催校を確定する 

安定的な財政基盤を維持する 

中期的方針（リーフレット改訂を含む） ※～平成２９年度 

ＦＤ・ＳＤ共通 

ＦＳ－１ ＳＰＯＤフォーラムの開催 

ＦＳ－２ コンサルティング・講師派遣事業 

ＦＳ－３ ＦＤ・ＳＤに関する調査研究 

ＦＳ－４ 情報提供サービス 

資料４－１
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ＦＤ 

Ｆ－１ ＦＤ担当者の養成 

Ｆ－２ 新任教員研修の実施、公開 

Ｆ－３ ティーチングポートフォリオ研修の実施 

Ｆ－４ 各加盟校におけるプログラムの公開 

ＳＤ  

Ｓ－１ ＳＤプログラムの体系的・段階的・継続的実施 

Ｓ－２ 次世代リーダー養成プログラムの実施 

Ｓ－３ ＳＤ講師養成によるＳＰＯＤ−ＳＤの継続的な実施 

Ｓ－４ ＳＰＯＤ－ＳＤＣの輩出 

Ｓ－１ ＳＤプログラムの体系的・段階的・継続的実施 

（ａ） 大学人・社会人としての基礎力養成プログラムの実施 

職務遂行力（テクニカルスキル），人間力（ヒューマンスキル），管理・運営力（マネジ

メントスキル），等を養成するプログラム 

（ｂ） 職務別能力養成プログラムの実施 

学務系職員，社会連携系職員，国際連携系職員，等に必要な能力を養成するプログラム 

Ｓ－２ 次世代リーダー養成プログラムの実施 

次代のトップリーダーとして大学等の経営を担うために必要な「理論」「技能」「態度」

を段階的に学び・修得する140時間を超える総合研修プログラム 

Ｓ－３ ＳＤ講師養成によるＳＰＯＤ−ＳＤの継続的な実施 

自律（立）的運営を目指し，ＳＰＯＤ−ＳＤプログラムにより知識・技能・態度を身につ

けた職員自らが，次のＳＰＯＤ−ＳＤプログラムの講師となるサイクルの確立 

Ｓ－４ ＳＰＯＤ－ＳＤＣの輩出 

自大学のＳＤ活動を振り返り，強みと課題を理解したうえで，新しい情報や他者からの

助言を参考に課題の解決策を見出せるＳＤの実践的指導者（ＳＤコーディネーター／Ｓ

ＤＣ）の養成 
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【参 考】 

（１）将来構想ＷＧ構成員 

徳島大学 総合教育センター教育改革推進部門准教授 宮田政徳 

香川大学 大学教育基盤センター能力開発部准教授 葛城浩一 

愛媛大学 教育・学生支援機構教育企画室長 小林直人◎（ＳＰＯＤ企画・実施統括者） 

教育・学生支援機構教育企画室副室長 中井俊樹 

広報室（兼）教育・学生支援機構教育企画室講師 阿部光伸 

教育学生支援部長 吉田一惠 

教育学生支援部教育企画課長 神智彦 

高知大学 大学教育創造センター准教授 立川明 

※将来構想ＷＧの座長は，◎印の者。

（２）将来構想ＷＧの開催記録 

平成25年度第1回 

日時：平成26年3月20日（木）１６：４５～１７：３０ 

場所：愛媛大学愛大ミューズ３階ミーティングルーム 

議題：ＳＰＯＤ将来構想ワーキンググループにおける議論の進め方について 

平成26年度第1回 

日時：平成26年6月24日（火）１３：３０～１５：３０ 

場所：愛媛大学愛大ミューズ３階会議室 

議題：ＳＰＯＤの今後の運営について 

平成26年度第２回 

日時：平成26年10月29日（水）９：３０～１７：００ 

場所：愛媛大学愛大ミューズ３階会議室 

議題：ＳＰＯＤ将来構想，ＳＰＯＤ取組（講師派遣，フォーラム等）の見直しについて 

平成26年度第３回 

日時：平成27年1月 

場所：メール審議 

議題：ＳＰＯＤ将来構想ワーキングまとめ（案）について 

平成27年度第１回 

日時：平成27年10月21日（水） １３：３０～１７：００ 

場所：愛媛大学愛大ミューズ３階会議室 

議題：ＳＰＯＤ取組内容の検討について、ＳＰＯＤフォーラムの持ち回りについて 

平成27年度第２回 

日時：平成27年12月 

場所：メール審議 

議題：ＳＰＯＤの将来構想案について 
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ＳＰＯＤ 調査研究の主な実施状況について

年度 SD

H23.12.16
FD専⾨部会で調査・研究PJ設置の説明
・SPOD研修受講等によるミクロ、ミドル、マクロの効果検証
・効果検証、組織変容を捉えるための指標の作成

H24.3.29 SPOD総会で報告
H24.7.31 FD専⾨部会で調査・研究内容の検討

H24.12.7

FD専⾨部会でワーキンググループの設置
・連携効果検証ワーキンググループ（主担当：徳島⼤学）
・組織変容検証ワーキンググループ（主担当：⾼知⼤学）
・学⽣調査・ＩＲワーキンググループ（主担当：⾹川⼤学）
※WG設置にあたり、事前に⼭⽥先⽣が各コア校で調整

H25.3.4 FD専⾨部会で各WGのアンケート内容について意⾒交換

H25.5.29

FD専⾨部会で各WGのアンケート内容について意⾒交換
 連携効果（徳島⼤学、新任教員アンケート）
 学⽣調査（⾹川⼤学）
 組織変容（⾼知⼤学）

H25.12.18
FD専⾨部会で各WGのアンケート内容について意⾒交換
 連携効果（徳島⼤学、新任教員アンケート）H26.1〜アンケート実
施

H26.6.24

FD専⾨部会で各WGの内容について意⾒交換
 連携効果（徳島⼤学、新任教員アンケート）リーフレット作成へ
 学⽣調査（⾹川⼤学）SPODでの調査は難しい
 組織変容（⾼知⼤学）組織コンサルシートを作成してはどうか

H26.11.19

FD専⾨部会で各WGの内容について意⾒交換
 連携効果（徳島⼤学、新任教員アンケート）リーフレット
進捗状況
 組織変容（⾼知⼤学）照会項⽬の検討

H27.3.27 総会でリーフレット配付

H27.8.4
FD専⾨部会で各WGの内容について意⾒交換
 組織変容（⾼知⼤学）照会項⽬の検討

H27.12.21
FD専⾨部会で各WGの内容について意⾒交換
 組織変容（⾼知⼤学）照会項⽬の検討

28
⼤学間連携SD研修における職員による講師実践とその成果検証〜
SPOD−SD新任職員研修の事例から〜
・⼤学⾏政管理学会及び京都⼤学⼤学教育研究フォーラムで発表

29

SD研修での職員によるプロジェクト実践とその成果物の組織への導
⼊構想〜SPOD-SDC次世代リーダー養成ゼミナールのプロジェクト
実践事例から〜
・⼤学⾏政管理学会で発表

30
愛媛⼤学のSDはなぜ継承できているのか？
・⼤学⾏政管理学会で発表

1
「次世代リーダー養成ゼミナール」修了⽣は，その「学び」を現場
で活かしているのか？
・⼤学⾏政管理学会で発表

2
次世代リーダー養成ゼミナール修了者の⾏動変容に関する考察
・⼤学教育実践ジャーナル第19号で発表

3

25

平成25年度SPOD事業計画、共通事業
 調査研究プロジェクト事業（年３回）

①⾼等教育教授能⼒証明プログラム検討ワーキンググループ（ＦＤ部⾨） ②連携効果検証ワーキンググループ（ＦＤ部⾨）
③組織変容検証ワーキンググループ（ＦＤ部⾨） ④学⽣調査・ＩＲワーキンググループ（ＦＤ部⾨）
⑤連携効果・組織変容検証ワーキンググループ（ＳＤ部⾨）

H25.5.29 SD専⾨部会で内容説明
SDの現状（課題や問題点）やSPODに対する認知度や実施による効
果，組織変容（何らかの組織の新設や改組の実態やそのプロセス）
といった点について，アンケートやインタビュー調査によってデー
タを収集する。
なお，収集したデータを基に，SPOD−SDの効果や組織変容につい
て検証する。※結果を⼤学⾏政管理学会等で発表予定

FD

23

24

SPODが及ぼす組織変容の研究〜SPOD講師派遣事業の効果検証分析〜（⾼知⼤学が
中⼼となって実施）
・SPODフォーラム2016ポスターセッション及び京都⼤学⼤学教育研究フォーラム
で発表

・新任教員研修における「反転授業」の導⼊について（徳島⼤学が中⼼となって実
施）
・検証結果を基に反転授業⽤テキストを充実

・新任教員研修における「反転授業」の導⼊について（徳島⼤学が中⼼となって実
施）
・検証結果を基に反転授業⽤テキストを充実

26

平成26年度SPOD事業計画、共通事業
 調査研究プロジェクト事業（年３回）

①連携効果検証ワーキンググループ（ＦＤ部⾨） ②組織変容検証ワーキンググループ（ＦＤ部⾨）
③学⽣調査・ＩＲワーキンググループ（ＦＤ部⾨）
④連携効果・組織変容検証ワーキンググループ（ＳＤ部⾨）

・⼤学⾏政管理学会で講師養成プログラムについて発表（アンケー
ト分析等）
・次世代リーダー養成ゼミナール成果把握のため、⼤学経営陣、⼈
事担当者にインタビュー実施

27

平成27年度SPOD事業計画、共通事業
 調査研究プロジェクト事業（年1テーマ）

①連携効果・組織変容検証プロジェクト（ＦＤ部⾨）
②連携効果・組織変容検証プロジェクト（ＳＤ部⾨）

・⼤学⾏政管理学会で次世代リーダー養成ゼミナールについて発表
・⼤学⾏政管理学会でSPOD-SDプログラムの開発⼿法について発
表

令和3年度SPOD事業計画、共通事業
・FD・SDに関する調査研究

【平成２７年度事業評価委員からの意⾒】（調査・研究プロジェクトについて）研究テーマにある連携の効果や組織変容の検証はＦＤであれ、ＳＤであれ、事
業評価の重要なポイントであるから、適切な体制と予算を配分し、調査に取り組むことには意義があると思われる。
【平成２８年度事業評価委員からの意⾒】（ＦＤ／ＳＤに関する調査研究について）
・ＦＤ／ＳＤ両専⾨部会の調査研究は，事業の客観化と有意性に説得⼒を付与する意味でも有⽤な取組である。

資料４－２
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